
毎年定例行事の牛・豚・鶏供養祭を
2019年7月16日　牛・豚・鶏（鳥獣）供養祭 タニザワフーズ株式会社様と合同で

名古屋市南区長楽寺で行いました。
「私たちの命は動物の命をいただいて
できている、商売をさせていただいている」
と毎年改めて思い直す機会に
させていただいています。
日本の食品廃棄は年間約621万トン、
日本国民が毎日茶碗1杯のご飯を
捨てている量に匹敵します。
外食産業で発生する廃棄は国内全体
食品廃棄の約１／５に相当するそう。
私たちと同じ命をいただいたからには
私たちの中で生かせるよう、
必要に応じた食事や調理・提供を
していきたいです。

お笑いタレント
「俺は、絶対落ち込まないのよ、 明石家さんま
落ち込む人っていうのは、自分のこと過大評価しすぎやねん。
過大評価しているから、うまくいかなくて落ち込むのよ。
人間なんて、今日できたこと・やったことがすべてやねん。」
「落ち込みやすい体質とは、感謝の足りない姿勢が原因」
芸歴40年以上、64歳、「笑い」という影響力を持ち続ける方の言葉にしては
謙虚すぎるように感じる。それは「生きているだけで丸儲け」と心底思う
経験があったから。それは1985年8月の犠牲者520人日本航空123便墜落事故、
その飛行機に乗る予定だったのが、収録が早く終わり1便先の飛行機に変更し、命を救われたから。
死を自分事と意識した出来事が、ただ生きていることに感謝し続けることに繋がっているようです。
また、「すごく腹が立つことがありますか？」のインタビューに対して
「ないないない。人に対して嫉妬心がないから。自分も過信してないし。なんやねんこいつと思うことはあるけど、
すぐ『こいつアホやねんな』と思う。人に腹立たす奴ってアホ。人に怒らす奴ってアホ。」
（アホやなって思えば）立たない立たない。自分は腹を立てる器でもない、そんなに偉くない。
腹立って怒りたい人は偉いと思っているんじゃないの、自分のこと」とも。
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　所属：かつや155号線大府店　店長

自分の芯：楽しむ！

今年1月正社員入社下さり、この7月1日付店長となられました。
「楽しく生きる、楽しむようにする！」と即答された様子に大事にされている度合いを感じました。
至ったきっかけは仕事でストレス抱え、軽減するには・・・と思われ行動してみたこと。
一緒に働いてくれる相手が動きやすいかどうか、（いい意味で）楽してくれているかどうか、
周りを見て、相手ありきで自分の行動を選び決めるようにしている、「1人でやる仕事には限りがあるから」

疲れてしんどくて正直周りが見えなくなる時もあるけど、いつも同じでありたい、と。
「どや顔」でなく、さりげなく自分のあり方を通すのがキノシタスタイル。
マネージャーにも「来なくていいですよ」と楽させたい気持ちは同じ。
やめられない止まらない～♪は毎日飲んじゃう缶ビール2本！酔って頭痛さを味わうのも良し！
「独りで暗ーくゲーム熱中」も自分らしさ。影が濃いほど光も強い、ということなのかなとこの笑顔から思いました。
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2019年7月30日

旬話

生きる資産

きらり言の葉

世の中や社内で見つけた旬の話題を取り上げていきます。

「人材＝人財（産）」と言われて久しいですが、当社ではそれどころか

「会社の資産」です。会社が人をつくるのではなく、人の集合体が会社。

サンユを構成している「資産」を紹介していきます。

言葉は時に人を傷つけ、時に励ます目に見えない道具です。

みなさんの生活の中でキラリと役立つ、勇気づける言葉を紹介します。
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